差 350m。10 月 下旬 か ら 
11 月 上 旬 の 紅葉 シー ズ 
ン に は 、 色 と り ど り の 木々 










の 間 を 洋 が ダイナミック 深 空 意 和 旬 
に 流れ る 交 景 を 見 る こと 次 合同 
が で きま す 。 楽 見 て ら 柚 
本 076・462.1001( 立 由 困 観光 二 全 1 し に い に 捧 
思 宮 山県 議 山 親 攻 崎 め 哲 ま 今 に 
図 富山 地 記 誠 道 立山 穫 か ら 称 名 洛 控 闘 バス で 約 15 半 称名 導 下 車 、 徒歩 約 ち 半 る くす 年 応 
パス は 11 月 10 日 [ 水 ] ま で 運行 予定 。 片 道 運賃 500 円 プ 傘 *: 枝 玉 
プ 較 コ m 
ン R マ 半 見 
で 年 ど 
時 部 ダム 、 立 山 山頂 室堂 平 、 弥 取 ヶ 原 、 美 婦 平 称名 瀧 、 。 % 立 年 を ちと 
昔 過 寺 の 7 個所 で 、 ス マー ト フ ォ ン の GPS 機能 と 連動 し た デジ 山 用 史 が 
タル マッ プ を ご 用 意 。 見 どこ ろ 付近 に 着い た ら ガイ | 回 We 回 県 し や 
ド が 画面 に 表示 され ます 。 さ ら は 今年 は 開業 当初 | ティ た た ぞ で 
の 様子 も 紹介 され 、 時 代 の 流れ を 感じ られ ます 。 | 回 遇 ル 由 イ す 
[MMP の 詳細 は こち ら か ら ア タモ ス 】 べ ペ 者 - 
後 立山 エリ ア の 夜空 きっ ぷ ル 夜 ト 
1 聞 を 
通常 は 登山 し な いと 見 られ な い 後 立山 の 夜空 を 眺め られ ト 運 多 
る 、 室 堂 宿泊 者 限定 の 特別 プラ ン で す 。 大 観 峰 駅 と 黒部 平 を 行 数 
駅 の 屋上 展望 台 で 夜空 を お 楽し し いた だ け ま す 。1 日 40 名 5 た 
限定 で す 。 0 


[ 環 呈 朋 3 日 ( 芝 ] は 9 目 ( 目 19 月 1 日 [ 芝 】 : 13 目 ( 目 ! は 目 ( 間 ] は 征 目 目 !、 
1 月 日 【 佐 1-1 1 日 (月 
還 重富 駅 に 30:0 策 音 、 は 3:0 ロ 是 醒 
常時 天 貝 丁 場 冶 は 申 止 
RT 


得 | 3.5 幅 殆 11 月 3 日 ( 還 1 


も 間 き 施 に 三 れ 芝 肌 プ も 産 9 棟 配 山 し に 郷 
すし お や 合 基 ぶり や や 倍 登 が 合 屋 よ 基 い 
す を 食 土 堂 め 尽 集 色 ト 早 山 録 残 掌 拍 の 茸 山 を 
め 体 事 産 造 が 澄 落 や ヤム い の さる 條 は らき に 誘 
で 感 処 店 り 見 妥 を オミ 10 紅 れれ 普 り 今 ぶ の 告 う 
5 秋 ' の ら 圭 彩 レ スズ 月 葉 湯 表 生 和合 家 まま 山 
" き ぁ 秋 内 れ 多 0 り ジ ラナ 下 シ ま 集 屋 さ お も 々 五 里 
る り 人 の 部 る と ま 色 2 名 し す 芝 多 り せ が る の 
に と こ 守 す に 党 店 
窒 才 材 見 と 革 も た と と 世 る と とよた $ 秋 
で 。 を 学 も ユ 違 ま が 月 ふ 失 加 も うず に 景 
を を を 
自 央 目 桁 凍 叶 1 3 に 。 * 記 人 
泊 の で る 北 の け 合 山 史 5 幅 落 20 色 和信 か 


ソル 
周辺 の 山々 で と れる 山 業 を 浴 津 や 乾燥 、 
塩漬け し て 保存 。 一 年 中 、 山 葉 料 理 を 味 わ 


える 孝 土 料理 の 店 。 ほ か に も 栃 も ち 、 そ ば 、 
| 五 剛 山 豆腐 な ど 地 元 ダ ル メ が 満載 で す 。 
本 中 ヨ - 丘 - テ 中 1 


棒 富山 県 南画 市 相 信 5 
本 9:0017:n0[ 食 事 は 10:30…16:Q0] 四 魚体 


ET 





3 北陸 赤 物 語 





可 ロ 75- ま 1- コ 3 き 1 立 山 量 部 軸 営 華 授 語 ] 
較 上 冨山 駅 すぐ 本 電話 富 山 思 か 富山 四 十 旋 半 で 交 1 時 間 . 立 山 駅 


選 宮山 駅 一 講堂 3,16n 円 | 詳 直 きま 3 届 円 ]、 
立山 駅 一 黒 認 紀 3 ロロ 円 [仁志 13.1B 円 ! 


記 マ な で ビビ 


ーー 
ウ 











人 人 な 届 ・ 大 
ナ 紅 7 が ど 今 三 と 機 の 
用 葉 5 ら ] Fr 二 き 剖 山 
旬 〒 g 西 夫 9: 居 
芳 テ = 末 け ほ プ ゴロ ma き ど 
に に ド 季 層 目 ルル 四 に 存 0 里 4 っ > 
が 向 ら 標 観 気 ! 業 を 感 0 - 部 
る ロ 高 品 E 病 だ 50 キ 輝 ーー 
女 プ 箱 3 1 満 上 し 年 さ っ の 大 / レ 
まみ 科 5 ト 喚 プ を き 立 峰 大 2。 い 
が 2 物 で こなさ ウ 錠 ま 出 々 パ ペ 諾 人 還 
生生 寺 を きえ トド な びび / < 
と 昌 づ の べ へ る 2 る な 遠 ラ ルレ 再 
= ー 選 記 叫 中 Ti H 本 し 
と の き 代 え 延 ど 山 直る マ | 2 
な タ ビ 平 」 長 の 湿 山 北 
る ン ど ご で ト 37 飛 部 。 ア ァ ト 
の 求 さ 幅 二 ょ りり テ ャ 
は 平 99 鮮 2 物 ル ん 申 ラ 
10 が 月 月 や 還 を べ と ろう 
月 銀 下 中 か 高 乗 ン と っ の グ ノ 
を MS も 
下 ま らら 増 1 ぎ 0 


詳し く は 
| 立山 湿 部 アル ペン ルー ト | 





計 


性 S 王 只 


寺 源 ご 作 


宮 0763-65- ば 65H[ 古 剛 山 旨 冶 雪 内 所 [南画 市 上 葉 ] 

所 高山 款 南 柄 市 下草 . 警 泊 

選 JR 暫 高 較 題 か らら 記 界 週 覆 バ ス で 約 1 時 間 ヨ 号 で 粗 章 口 . 的 1 時 間 18 婦 で 蒼 困 下車 | 回 
上 R 町 高岡 駅 和合 共 泊 まで レッ タカ ー[ 高 連 骨 店 刊 用 1 で 維 5 准 。 月 音 ま で 輸 1 量 間 | 


詳し く は | 玉生 山 下 画 山岳 索 k 


還 駅 し ンタ カー 新高 岡 営業 所 宮 766- さ 30 


市 宣 言 ・ ず ラス ト は 生 て 〒 ゴ メージ で です 。 主 気 坦 : 自 封 征 習 財 に より 記事 " 宝 軸 の よう な 時 凶 赤 上 王 れ な い 場 冶 補 吉本 軍 。 事 一 郎 定置 は GO 盾 還 前 に 揚陸 きれ た 括 軸 で す 。 























「 ま い は て の 地 」』 と よ ば れる 朋 登 半島 の 最 売 入 、 珠 
市 傘 域 を 舞台 と し た 芸術 閣 で 、20I7 年 中 第 I 国 の | 
去 好 評 を 受け 、 再 記 開 能 き され ます 。 日 本 を は じ w5 相 
国 と 地域 か 53 細 中 アー ティ スト 志 若 加 。 必 沖本 血 
を その の まま 取り 入れ 、 土 地 上 の 鬼 力 を 量 天 限 に 生か し た 
ユニ ー ヴ な 性 品 を 屋内 半 に 展示 し ます 。 

本 7GBrB2rYr0[ 書 際 恒 国 際 可 林 尿 雪 抹 可 周 問 ! 

和 持 川 県 百 沖 南 至 志 
幅 作品 中 賞 バ メ ポ ー ト 前 豆 り ば ,5 円 当日 3. QNO 

型 当番 更 駅 (秋沢 間口 [西口 ]] か 呈 | コロ | 

豆 謎 具 ス 革 壮 特 急 線 で 国 き 時 間 、 中 

すす な り 人 前 下 事 本 曜 は 一 稚 必 品 中 租 | 








AF T( が ーー 生 g 」 T 1 
RAFTOUR (フラ フツ アー) 


W に 0 月 1 日 ( 導 


和仁 
| 蘭 の 山中 雪 器 。 ツ ラブ ッ ア デー で は 、 そ の 生産 を 支え る 普 礎 見 られ な 
い 議 人 の 手 仕 事 を 、 密 を 避け た お 客 様 だ け の プラ イベ ー ト 空間 で 
見 学 で きま す 。 所 要約 ? 時 間 で 、 数 力 所 の 工房 を 回 り 、 木 地 観 き 、 二 
准 り ・ 本 繧 、 成 形 ・ 泌 装 な ど を 思 学 で き 、 議 人 と の 会 話 も 楽し ゆ ます 。 
本 0761.75.7394 
画 玉川 眼 加 質 市 山中 温泉 東町 1- マ 31(CRAFTOURI'5: 要 所 約 

料 1 名 9.900 円 (タケ シー 料 革 、 プ ベル ティ 品 斉 お ) 琶 回 和 
上 人 下 に 和 還 村 5 H 

山中 温 朱 下 車 . 徒 歩 約 ? 5 
詳し く は |CRAFTOUR [株 電 w | 国際 守 m 回 時 当 


ー2022 生 3 月 31 日 (本 











【 放 呈 西 見 斉 ] 
音 一 陣 ッ は 百 村 導出 旧 表 玄 馬 に より り . 平 百間 て 富 更 に 太 音 場 杏 寺 事 是 す 。 
替 時 曹 は 消 革 賜 [1 ロ 年 | 則 抽 表記 で す 。 計 過 畔 車 市 旬 還 も も 丁 時 汗 地 硬 青 記 で す 。 
替 貞 菩 埋 . 溢 時 等 は 吾 と な 1 若 中 較 闘 で す 。 
各 鹿 直 上 瑞 貞 宮 面 請 間 . 定 中 日 . 税 首 ど は ほ ょ 0 1 年 月 に 輔 朗 し た も 中 で す 
夢 間 に より 同 容 定 定 要 と 音韻 場 年 記 車 首 左 、 同 公 せ 由 う 和え 吉 で か け て だ ささ 
音 率 度 境 重則 賠 [2 ロ は 1 年 用 1 日 11 月 3 日 ド 宙 定 草 折 居 革 部 
性 族 I 画 時 性 是 生 どど ! ほ は 一朗 志 ョ し て 許す 。 
者 デー 馬 硬 県 斉 
弁 量 古 坦 所 画 路 間 星 時 間 恒 室 人 日 笛 桂 葛 本 時 所 寺本 音 吾 再 変 財 


サン ダー パー ド 


ェ ーーー ーーーーーーー コ 
必定 
mim PT ゴー 
| 能登 か が り 淡 
5 mm 天理 | 
牙 六 李 れ Li 





の 了 Poh aa = も 
| 思 し ン カー 西日本 | 相模 F し 


JH の 時 創 上 [上 お で 友 け キット |[ 馬 壮 
ee が 
ーー 
玉 末 PS 滞 二 ニー 
FuKui 
HIKKLII1 





RENEW 2021 
#* 1 ロ 月 BB 日 (区 ) 一 10 日 (日 


も の づく けり が 夏 上 みな 請 江 市 、 趣 前 市 . 馬 前 町 で 行わ れ 放 イペ ッ ト 。 | 
部 呈 や 邊 算 、 昧 購 . 打 本 物 . 妖 物 。 重 久 、 織 駿 相 7 産 軍 本 工 悦 や 共 華 
を 一 斉 開 放し 、 見学 や ワー タクシ ョ ッ プ を 通じ て も の づく に 麗し ぬ ま 
す 。 も の づ ゴリ の 現場 で 職 上 技 を 体験 で きる 四 重 な 隈 芸 で す 。 強 合 
案内 の うる し の 里 芸 台 で は 特設 ショ ッ プ や 情 覧 芸 も 同時 開催 。 


宮 BO7 呈 5 ロコ 33EIREME 宣 生生 員 茎 1 

所 福井 県 山 十 西 問 田 40-1 記 1 ラ うる し 本 里 費 語 ) 

旨 10 ロー17Tin( 滞 請 賠 ほ 下 に よっ て 則 門 り ま す ! 

庄 上 証 駅 か ら コ つじ 河和 田 灯 で 和 る 5 叶う 天 し 本 
里 荘 玉 半 重 





52 


翌 し く は RENEW 2021 |[ 折 喜 k 回 





岡 太 神社 ・ 大 瀧 神社 


品質 や 種類 の 豊富 さ か ら 日 本 ー と いわ れる 直 前 和 抵 。 そ の 産地 で 用 本 


ある 款 前 市 夫 暫 町 に は 紙 の 神 を 記 る 同友 神社 ・ 夫 選 提 社 が 吉 り 、 


山 の 央 を 焦 員 た よう な 屋根 を 持つ 無題 な 社民 建築 で 知ら れる その の 
神社 の 十 内 が 、 北 用 工芸 中 の 陸 下 「GO FOR KOGEIOZI」 の |[ 特 列 展 


「 工 蓋 装 門 弁 し き 串 打 方 工 埋 、 現 代 デ ー ト 、 ア デー ルプ リュ ッ ト 」 呈 登場 
に 。9 ヨ 月 有 日 【 低 )… 過 月 史 日 (日 1 に は 。 環 円 で 展示 が 行わ れ ま す 。 
ロ 77HH2-1151 孔 柱 大 県 明 前 市 丈 導 町 33-10 


料 押 製 訪 料 ま GQFOR KGGEI 夫 通 貞 表 ボ ポー トド On6 円 1 個 削 入 5O ロ 円 | 


固 旧 時 生 駅 がら 掲 載 パ バス 南 姓 理 で 交 9 呈 、 和 工 の 里 下 還 、[ 固 朗 寺 3 
健 目 軟 10 計 / 克 有 生 駅 恋 呈 レン カー で 約 20 紛 pc SM ah 
画 妥 に ンダ カ ー 武 生 営 醸 所 村人 上 さす - 了 ロミ FE 



















(QinRaml こっ 計 


到 





到 中 旦 た 吉 と づつ 意 志 折 電 
時 時 型 マー ティ ト 『F す 。 


5 騰 = 
時 宮 に 時 は 頓 巧 上 な 本 開 賢 寺 れ . 見 古 四 部 
硬 引 下 才 。 


BENE 1 
問 地 還 福 ・ 夫 選 還 持 ・F 


rllrd 
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富山 県 [立山 博物 館 ] 開館 30 周 年 記念 ・ 後期 特別 企画 
9 月 18 日 ( 士 )-11 月 日 (日) 
3.0Mm 組 本 峰 訪 直 連 恋人 る 座 大 忘 豆 山 の 語 に 各 る 立山 博物 館 で は . 立 
山本 信 貼 訟 自 落 雄 ど を 國井 し て いま す 。 年 は 開 夢 部 周 年 で 「 時 山 立 
山 天 宰 へ 四 白 見 」 頼 し て 、 重 了 要 支 忙 財 や 近年 江見 きれ た 買 料 な どか 
ら 、 太 の 豆 山 へ の 折り と 信吉 上 の 軸 跡 を た どり ます 。9y 8、10 ど 23。 6 の 
誠一 は 学 基 員 男 姜 詳 も 行わ れ ま す 。 
吉 076-B1-1216 
所 富山 帰 立山 町 更 貼 寺 93-1 還 叶 30ー17:00( 入 館 は 16:3 ロ 
性 月曜 家 日 場合 は 翌日 ] 埋 同 示 醒 入 上 300 円 
玩 用 富山 駅 すぐ 富 山地 証 氏 道 富山 駅 秋 上 交 5 切 、 回 祝 計 
千 増 同 下 車 . 定 目 交 2 紀 R 高 山 思 か ロレ ッッ カー で 晶 5 中 号 | 


駅 ヒン タカ ー 高 山 党 豆 所 本 
ーー を 人 ーッ 詳し く は | 山 融 [ 立 山 情 塊 靖 ] |. 計 吉 | 国 村 











西本 願 寺 賠 弥 配 堂 を 森 し て 車 造 まれ た 本 堂 な ど . 1? 醒 
が 国 指定 重要 文化 財 西 肢 興 寺 。 上 0ー コ HU 年 を 経た 建物 
を 23 年 直 け て 夫 改 殿 し 、207 | 年 4 月 に 歳 工 し まし た 。 往 時 
四半 が 垣 っ た 場内 は .9 月 10 日 【 釜 ) 一 0 月 3 日 (日 } 聞 外 
丁 慈 隊 工 芸 本 舞 典 「G ロ FOR KOGEI 2h2 本 特別 屋 芸 
場 に な り 、 ガ ラス や 科 壁 、 陶 芸 、 和 紙 万 ど が 展示 され ます 。 


富 0765-44-0037 思 高 山県 高岡 市 佐 末 古国府 17-1 

時 9:00…16:00( 振 観 醒 村 は ー15:3 は | 貴 無体 

科 観 5 円 
GO FOR KOGEI 共 通 バ スポ ー ト 3.000 幅 


ia = 回 富加 
構 IR 佐 本 過 か ら 待 政 重 5 分 。 
詳し く は 「 恒 界 寺 | 本寺 | 回生 m 





























FIN 00nmlp 誠 9 虹 同 に 日 率 密 和 を は 世 還 1 中 呈 
是 村 文化 馬 睡 通知 吉 昌 け 馬 本 
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